
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成３１年４月 
 

市川市  

～市川市カラス被害防止条例～ 

「市川市民が安全で安心して快適に生活することができる 

環境の向上のためのカラス被害の防止等に関する条例」 

【概要版】 

資料３ 



平成 30 年 6 月 27 日に、「市川市民が安全で安心して快適に生活することができ

る環境の向上のためのカラス被害の防止等に関する条例」が定められました。 

この条例の施行は、平成 31 年 1 月 1 日です。 

 
 
 
 

条例の概要は、以下のとおりです。 

（1）目的 

カラス被害対策を講じることで、市民が安全安心で快適な生活を送ることが

できる環境の向上に寄与する。 

 

（2）基本理念 

カラス被害対策は、市長、事業者、市民等がそれぞれの責務を認識し、相互

に協力及び連携をして行う。 

 

（3）各主体の責務 

    ①市長は、本条例の目的と基本理念に則りカラス被害対策指針を定め、これ

に沿った施策を実施する。 

     ②事業者は、自らがカラス被害を発生させないようにすると共に、市の施策

に積極的に協力する。 

      ③市民等は、自らがカラス被害を発生させないようにすると共に、市の施策

に積極的に協力する。 

 

（4）集合住宅におけるカラス被害の防止及び低減 

集合住宅の所有者等は、カラス被害を発生させないよう、ごみの集積場所の

設置及び管理をしなければならない。 

 

（5）集合住宅以外の住宅等におけるカラス被害の防止及び低減 

ごみの集積場所を利用する集合住宅以外の住宅、事業所等の所有者等は、カ

ラス被害を発生させないよう、ごみの適正な排出に努めるものとする。 

 

（6）その他カラス被害の防止及び低減 

市民等及び事業者はカラスへの餌やり、カラスの巣の材料となるハンガー等

の放置等をしないよう努めるものとする。 

 

（7）違反者への改善指導など 

上記(4)～(6)が守られない場合、市は助言及び支援を行い、改善指導をする

ことができる。また上記(4)について、集合住宅の所有者等が改善指導に従わな

い場合、市は改善勧告を経て改善命令、違反事実の公表を行うことができる。 

 

どんな条例なの？ 



 

 

 

  （1）具体的施策 

①カラスが生ごみと接触できないよう、市民の皆さまに、ごみの適正な排出

をお願いします。 

    ②カラス等への餌やりの防止を呼びかけます。 

 

 

   （2）相談窓口 

     これまでと同様に、関係部署が連携協力して対応します。 

内容 担当部署 電話番号 

①ごみの散乱 清掃事業課 047-712-6301 

 

②威嚇・攻撃・騒音等 

巣の撤去 

 

まちの相談直行便 

江戸川放水路以北にお住まいの方は

047-712-8530 

江戸川放水路以南にお住まいの方は

047-359-1743 

③餌やり防止の啓発 生活環境整備課 047-712-6307 

④公園施設内での対応 公園緑地課 047-712-6367 

 

 

   （3）ごみ対策 

①生ごみの減量 

      コンポスト容器の活用等による生ごみの減量が効果的です。 

②ごみ収集時間 

      事業系一般廃棄物の夜間・早朝収集は、カラスとごみの接触の機会を減

らす効果があります。 

③カラス対策ネットの貸与 

④金網式ごみ箱の貸与 

⑤新設の集合住宅に対して、ごみストッカーの設置の指導 

⑥ごみの適正な排出 

⑦ごみの減量化 

      分別収集によるごみの資源化・減量化は、収集完了時間の短縮に繋がり、

カラスとごみの接触の機会を減らす効果があります。 

  

対策や相談窓口は？ 



カラスが市街地に増えたのは、我々が出すごみの中にカラスの餌が豊富にあること

をカラス自身が学習したためと言われています。 

カラスは、雑食性で、肉から野菜まで、あらゆるものを食べます。 

本来、野生のカラスは、小動物の死骸などを処理する掃除屋的な役割を果してきま

したが、ごみの集積所などの効率的な餌場を知ってしまったため、ごみの収集日など

に栄養価の高い餌（ごちそう）を狙って集まり、ごみの散乱などの問題が発生するよ

うになりました。 

カラス被害を減らすためには、ごみ出しルールを徹底し、カラスに、「街中で餌を取

ることはできなくなった！」ことを学ばせることが必要ですので、皆さまのご協力を

お願いします。 

   （4）生息環境対策 

     ①餌やりの防止 

      野生生物に餌やりをして、自然の中で得られる食べ物の量を超える食物

を与えることは、生物間のバランスを崩すことに繋がるため、こうした行

為の防止が必要です。 

②ペットフードの管理 

      ペットフードの放置は、結果的にカラスへの餌やりとなるため、適正な

管理が必要です。 

     ③巣作り資源への対策 

      物干し場に放置されたハンガーは、巣作りの資源となるため、適正な管

理が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おわりに 

市川市清掃事業課／まちの相談直⾏便／⽣活環境整備課  

 
カラス対策ネットは、ごみ袋が 

はみ出さないように掛けてください。

 

水を入れた大きなペットボトル 

などを重しにすると、カラスが 

ネット内にもぐりにくくなるので

被害を受けにくくなります。 

(参考) カラス対策ネットの使い方 

 

生ごみは紙などで 

包んでから、ごみ袋の 

中心部に入れると、 

カラスが生ごみを 

認識しづらくなります。 


